
地域密着型サービスのイメージ 

１ 小規模多機能型居宅介護 

２ 看護小規模多機能型居宅介護 

３ 定期巡回・随時対応型訪問介護看護 

日中・夜間を通じて、訪問介護と訪問看護の両方について、定期巡回と随時の対応で行うサービス。

退院直後の在宅療
養生活へのスムー
ズな移行支援 

食事、入浴など日常生活の
支援・機能訓練を日帰りで
行います。 

参考資料 

緊急通報 

随時訪問 ヘルパー
ステーシ

短期間滞在し、滞在中、日
常生活の支援が受けられ
ます。 

ヘルパーが自宅にお伺い
し、生活援助や身体介護を
行います。 

泊まり 

通い 

利用者ニーズに応じた
柔軟な対応 

自宅 

がん末期の看取り
期・病状不安定期に
おける在宅生活の
継続支援 

家族へのレスパ
イトケア、相談
対応による不安
の軽減 

訪問看護 

訪問介護 

登録利用者
以外への 
訪問看護 

○要介護度が高く、医療ニーズの高い高齢者に対応するため、小規模多機能型居宅介護のサービスに加え、
必要に応じて訪問看護を提供できる仕組み（多様な療養支援） 

○別々に指定しサービスを提供するよりも、小規模多機能型居宅介護事業所に配置されたケアマネジャー（介
護支援専門員）によるサービスの一元管理により、利用者のニーズに応じた柔軟なサービス提供が可能 

○登録定員は29名以下（通い定員18名以下、宿泊定員９名以下） 

○事業者にとっても、柔軟な人員配置が可能（主な人員：常勤換算 2.5 以上の看護職員（うち常勤保健師ま
たは看護師１以上）、専従の介護支援専門員 等） 

運営推進会議 
等による連携 

・市役所、地域包括支援センター職員

入院・休日 
夜間の対応 

・協力医療機関 ・協力歯科医療機関 

・バックアップ施設（介護老人保健施設等）
・主治医

密接な連携、 
訪問看護指示 

通いを中心に、利用者
ニーズに応じて訪問や
泊まりを組み合わせた
柔軟な対応を行う 


